
第６２７号２０２３年（令和５年）６月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（３）

人
材
還
流
促
進
事
業
」（
Ｌ
Ｏ

活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
事
務
局

が
情
報
を
提
供
し
た
。

　
本
学
学
生
の
ほ
か
、
他
大

学
生
も
参
加
。
関
心
の
あ
る

自
治
体
の
担
当
者
か
ら
、
地

域
の
魅
力
や
産
業
の
特
色
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参

加
の
仕
方
な
ど
を
聞
い
た
。

　
６
月
24
日（
土
）に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
日
本
全
国
の
優

良
企
業
が
社
員
の
働
き
方
や

地
元
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を

説
明
す
る「
日
本
全
国

地
方

企
業
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
〜
働
く
・
暮

ら
す
場
所
か
ら
考
え
る
企
業

研
究
〜
」
を
開
催
す
る
。「
自

治
体
に
よ
る
地
域
の
魅
力
説

明
会
」
に
お
い
て
各
地
域
で

暮
ら
す
イ
メ
ー
ジ
や
産
業
構

造
な
ど
の
特
色
を
知
り
、「
日

本
全
国

地
方
企
業
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
具

体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
生
の
視
野

を
広
げ
る
こ

と
を
狙
い
と

し
て
い
る
。

――「幸せの国」と言われるブータンで、どうしてサッ

カーの指導を？

　大学卒業後、中学校で英語を教えていたのですが、更

に深めたいと、オーストラリアで英語教授法を学びまし

た。資格を取り、現地で英語教育に携わっていました

が、コロナで帰国。再び中学校で教えながら川崎市のサ

ッカー中学選抜チームの指導に関わっていました。その

時に日本サッカー協会（JFA）の指導者派遣について知

りました。海外でサッカーを指導できるチャンスだと思

い、応募。選考を経て2022年６月にブータンフットボー

ルアカデミーのＧＫコーチに就任しました。

　アカデミーにはＵ-14、Ｕ-16、Ｕ-19の三つのカテゴリ

ーがあり、全土から選抜された選手計約70人が、寮生活

を送りながら練習と勉強に励んでいます。現在のＵ-19

代表監督も日本人です。私は３カテゴリーすべてのＧＫ

指導を担当しています。

――ブータンのサッカー事情は。

　FIFAランク185位と低いですが、サッカー人気は高い

です。昨年のワールドカップも盛り上がり、日本を応援

してくれました。アカデミーの選手たちはサッカー一

筋。ただ、シャイで、体も華奢な選手が多いです。世界と

戦うためには、心身ともにもっと鍛えなくてはいけませ

ん。指導は英語で行い、シンプルで分かりやすく、を心

がけています。目を見て話すこと、選手たちの気持ちを汲

み、モチベーションを上げていくことを大切にしていま

す。

――これまでの経験が今につながっていますね。

　高校まで熱中したサッカーをけがで断念しましたが、

その後も少年チームや中学生チームの指導をした経験は

大きいです。もう一つは英語。大学１年次に、国際交流会

館に遊びに行って外国人の友人ができ、２年次には短期

留学で米国へ。でも全く英語ができなくて、帰国後猛勉強

しました。そのかいあって、４年次には長期交換留学で再

び渡米。１年間、充実した生活を送りました。サッカー

と英語が、自分の人生に大きく関わり、今につながって

いると感じています。もちろん、ブータンでサッカー指

導なんて、大学入学時には想像もしていませんでしたが。

――今後の目標を教えてください。

　ブータンは、国際試合ではなかなか勝てないので、選

手たちに勝つ喜びを教えてあげたいですね。また、ＧＫ

の指導者を育成したいです。ここでの任期は24年６月ま

でですが、その後も何らかの形でサッカーを通じて国際

貢献したいと思っています。

「幸せの国」に勝利の喜びを

Globali

tion専 専修国際人

専修国際人  #6

専大生へのメッセージ
Practice makes perfect !
　「好き」を大事にすることが、外国語習得のコツだ

と思います。私の場合はサッカーでしたが、「好きな

ものを英語で学ぶ」ことを心がけると上達につながり

ます。日本人は中学校から英語を勉強しているにもか

かわらず、英語を話したがらない傾向があります。英

語もサッカーも一緒で、どんなに良い教科書を使って

勉強したり、動画を見たりしても、実際に英語を使っ

たり、ピッチでプレーしたりしないと絶対にうまくな

りません。失敗を恐れず、挑戦してください！

　国際的に活躍する専修人を紹介する「Globali専tion
（グローバリ“専”ション）」。今回はブータンでサッカーユ
ース代表のゴールキーパー（ＧＫ）コーチを務める田巻直
樹さん（平29文）に登場いただく。
ブータンフットボールアカデミー ゴールキーパーコーチ

田巻 直樹さん（平29文）
NAOKI TAMAKI

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉公
務
員
志

望
者
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
講
座
（
実
践
編
）
公
務
員

人
物
対
策
講
座
（
国
家
一
般

職
、
国
家
専
門
職
等
面
接
カ

ー
ド
対
策
編
）
を
６
月
20
日

（
火
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
ま
す
。
作
成
が
難
し
い

と
感
じ
る
学
生
が
多
い
面
接

カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
実
践
的

に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。
詳
細
は
ｉ
ｎ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｕ
ｓ
で
確
認
し
、
積
極
的

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
学
学
生
の
採
用

意
欲
の
高
い
企
業
か
ら
求
人

情
報
も
多
く
届
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
内
定
が
得
ら
れ
て

い
な
い
学
生
は
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉地
方
企
業

を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会

を
６
月
17
日
（
土
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。
北

海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
、
日

本
全
国
の
魅
力
あ
る
企
業

が
、
仕
事
内
容
や
地
元
と
の

関
わ
り
方
な
ど
に
関
す
る
情

報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
説
明

し
ま
す
。
自
ら
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
に
も
、
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
ｉ
ｎ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｕ
ｓ
に
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

全
国
の
自
治
体
が

地
域
の
魅
力
紹
介

　
全
国
各
地
の
魅
力
を
知
る

た
め
の
合
同
説
明
会
「
自
治

体
に
よ
る
地
域
の
魅
力
説
明

会
」
が
５
月
18
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
１
０
０

人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　
本
学
と
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就

職
促
進
協
定
」
を
締
結
し
て

い
る
自
治
体
を
中
心
に
、
37

府
県
市
が
参
加
。
そ
の
ほ
か

の
地
域
に
関
し
て
は
、
厚
生

労
働
省
委
託
事
業
の
「
地
方

　
留
学
を
志
す
学
生
に
向
け

た
留
学
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
が
５

月
15
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ア
で
開

か
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
弁
護
士
と
し
て
活
躍
す

る
佐
藤
慎
平
さ
ん（
平
18
商
）

が
「
Ｎ
Ｚ
留
学
体
験
と
グ
ロ

ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
４
年
次
に
長

期
交
換
留
学
で
Ｎ
Ｚ
の
ワ
イ

カ
ト
大
学
に
１
年
間
留
学
。

商
社
勤
務
を
経
て
30
歳
を
前

に
Ｎ
Ｚ
に
渡
航
し
て
永
住
権

を
取
得
し
、
現
在
は
弁
護
士

と
し
て
活
躍
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
留
学
す
る
学
生

に
向
け
て
、「
英
語
の
検
定
試

験
は
積
極
的
に
受
け
た
方
が

い
い
。
自
分
の
力
を
見
極
め

な
が
ら
進
む
こ
と
が
大
事

だ
」
と
助
言
し
た
。

　
海
外
で
働
く
こ
と

に
つ
い
て
、「
日
本
で

の
３
倍
は
努
力
し
な

い
と
い
け
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

挑
戦
で
き
る
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
講
演
は
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、
ワ
イ
カ
ト
大
学

に
留
学
中
の
学
生
も

参
加
し
た
。

留
学
の
意
義
を
説
く
佐
藤
さ
ん
（
右
）

　
細
谷
柊
真
さ
ん
（
人
間
科
学
３
）
は
陸
上

競
技
部
に
所
属
し
て
い
る
。
だ
が
、
彼
の
競

技
種
目
は
４
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
で
、
部
と
し

て
活
動
し
て
い
な
い
短
距
離
。
普
段
は
１
人

で
練
習
に
励
み
、
大
会
に
臨
ん
で
い
る
。
練

習
メ
ニ
ュ
ー
決
め
、
タ
イ
ム
計
測
、
改
善
点

を
出
す
こ
と
な
ど
、
全
て
１
人
で
行
っ
て
い

る
。
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
自
分
の
立

て
た
目
標
に
対
し
て
、
サ
ボ
っ
た
り
、
気
持

ち
が
折
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
い
か
に
自
分

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
」
だ
と
い
う
。
常

に
戦
う
相
手
は
自
分
だ
。

　
先
月
行
わ
れ
た
関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
の
男
子
２
部
・
４
０
０
㍍
ハ
ー

ド
ル
決
勝
で
51
秒
42
を
記
録
し
、
準
優
勝
を

果
た
し
た
。「
緊
張
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
力
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
自
身
の
強

み
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

　
こ
の
記
録
は
９
月
に
行
わ
れ
る
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）

の
参
加
標
準
記
録
を
切
っ
て
お
り
、
出
場
権

を
獲
得
し
た
。
専
大
附
属
高
校
３
年
時
に
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
標
に
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
は
中
止
に
。
意
気
消

沈
し
た
が
、
大
学
の
ス
テ
ー
ジ
で
待
望
の
全

国
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
。

　「
絶
対
に
準
決
勝
に
は
進
み
た
い
」と
意
気

込
む
。
さ
ら
に
、「
日
本
選
手
権
の
参
加
標
準

記
録
が
50
秒
30
な
の
で
、
来
年
は
そ
れ
を
突

破
し
、
日
本
選
手
権
に
出
場
し
て
卒
業
し
た

い
」
と
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
掲
げ
る
。

　
イ
ン
カ
レ
ま
で
残
り
３
カ
月
。
自
身
の
名

を
全
国
へ
轟
か
せ
る
た
め
に
、
細
谷
さ
ん
は

今
日
も
黙
々
と
10
台
の
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越

え
る
。

　
　
　
文
・
写
真

河
上
明
来
海
さ
ん

（
文
３
・
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
）

銀
メ
ダ
ル
を
手
に
会
心
の
笑
み
を
見
せ
た

関
東
学
生
選
手
権
決
勝
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
ハ
ー
ド
ル

を
跳
び
越
え
る
細
谷
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）

男
子
４
０
０
㍍
Ｈ　

標
準
タ
イ
ム
突
破

自
主
練
習
重
ね
全
国
の
舞
台
へ

陸
上
競
技
部　

細
谷
柊
真
さ
ん（
人
間
科
学
３
）

【
イ
ベ
ン
ト
詳
細
】

　
法
教
育
と
裁
判
員
制
度
、

え
ん
罪
に
つ
い
て
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
裁
判
員
裁
判

と
え
ん
罪
防
止
」
が
５
月
20

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行
わ
れ

た
。
専
修
大
学
法
社
会
学
ゼ

ミ
、
裁
判
員
ラ
ウ
ン
ジ
、
裁

判
員
ネ
ッ
ト
な
ど
の
共
催
で

約
50
人
が
参
加
。
裁
判
員
裁

判
で
え
ん
罪
を
防
ぐ
た
め
の

方
策
を
議
論
し
た
。

　
２
部
構
成
で
第
１
部
で

は
、
飯
考
行
法
学
部
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
中
学
校
や
高
校
で
の
法

教
育
の
現
状
が
報
告
さ
れ

第１部コーディネーターの飯教授（左）。

右は法教育活動を紹介した山川さん

法教育と再審テーマに議論

シンポジウム
「裁判員裁判とえん罪防止」

た
。
法
社
会
学
ゼ
ミ
の
山
川

航
さ
ん
（
法
３
）
は
、
所
属

す
る
学
外
団
体
の
活
動
を
紹

介
。「
楽
し
く
法
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学
生
が

よ
り
若
い
世
代
に
向
け
て
活

動
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
日
本
の
再

審
手
続
き
を
テ
ー
マ
に
、
弁

護
士
ら
が
現
行
制
度
の
問
題

点
と
再
審
法
改
正
に
向
け
た

取
り
組
み
を
解
説
し
た
。

「
海
外
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
」

留
学
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
講
演
会


